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特に重要な参考文献：Oshigami et al., 2014, Ono et al., 2010. 

 

1. Hiesinger et al. (2010)（およびその引用文献）には，分光観測で境界識別され crater 

countingによって形成年代(1Ga (Giga Annum)は 1×109年前)が決定された lava flow unit

が示されている．噴出量を求めたい lava flow unitを１つ選択する． 

（例：I18 (3.11Ga)を選択→(40N-45N)x(350E-360E)） 

 

       [Hiesinger et al., 2010] 

 

2. Lava flow unitを通過するデータを JAXA/ISAS DARTSの data archiveからダウンロ

ードしてレーダグラムを表示．ダウンロード・表示の方法は下記を参照のこと． 

 

手順資料 http://130.34.116.198/~kumamoto/req/20190408L/LRS-Data-Guide.pdf 

表示ツール http://130.34.116.198/~kumamoto/req/20190408L/lrs-pds.tgz 

Summary plot http://130.34.116.239/~kumamoto/radargram/ 

 

Procellarum 東部，Imbrium 西部は高 Ti で地下エコーが見えにくい (Pommerol et al., 

2010)．地下エコーが探しにくい lava flow unitを選んだ場合は，1に戻って選びなおす． 

 

3. レーダグラムを必要に応じて拡大表示し，lava flowの厚さ（表面と地下反射面の深さの

差）を読み取る．反射面が複数ある場合は最表層を選択．レーダグラムでは見かけ深さ（レ



ーダパルスが光速 cで伝搬する場合の深さ）が示されているが，媒質中では rc  （rは比

誘電率）で伝搬する点に注意． 

（例：Apollo rock sample: 4-11 [Carrier et al., 1991]） 

 

4. Lava flow unitの面積は地図上に方眼を重ね書きして，方眼を数える方法でラフには求

まる．面積×厚さで体積が求まる．Hiesinger et al. (2010) では lava flow unit毎に年代が

決定されているので，年代と噴出量の対応をつけることができる． 

（例：I18は 5度×5度×約 2.5個分→6x104 km2） 

 

5. 以下について考察 

・Oshigami et al. (2014) の Fig. 4と比較．違いはある？あるとすればなぜ？ 

・表示ツールは３種．それぞれどのような処理を適用？Radargramにどのような違い？ 
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